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環境管理センターの現況と展望
　昭和59年2月28日事務局学長来賓室において，大藤学長と高橋センター長をはじめとする環境管理
センター関係者とで「環境管理センターの現況と展望」というテーマで座談会が開催された。環境管
理センターの現状と今後どのように運営していくかという問題について2時間あまり話し合いが行な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　欄われナこ・ここにその座談会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一部を紹介する。なお，
　　　　　　　　　〈座談会での談笑の様子〉
　まず，高橋センター長が出席者の紹介した後，
高橋二本日はセンターの現状と問題点さらにセンターの将来像について学長さんをまじえ，皆さんで
　　　話し合っていただきたいと思います。なお，本日の座談会の模様は場合によっては環境管理セ
　　　ンター報に一己事として採用させていただこうと思っております。まず，お手元の資料を説明させ
　　　ていただきます。これは現在の本学の排水処理の現状を示しております。無機廃液は昭和50年，
　　　有機廃液は53年にスタートし，3年前に洗浄排水・生活排水もお世話するようになりました。
　　　医学部・歯学部・農圃のように離れています所は，無機廃液と有機廃液の処理だけです。セン
　　　ターの組織といたしましては，学長さんが環境管理センターの管理委員会の委員長，その下に
　　　全学の運営委員会がございまして，その下に運営協議会，これはここにおられます部門長の方，
　　　センター専任の方，施設部の関係の方たちで構成しています。そして，技術的な点をサポート
　　　していただきます技術相談室，技術開発室があり，実際の処理のお手伝いをしていただく方と
　　　して技術指導員と水質管理員の方々がおられます。センターの構成メンバーは，最初に申しま
　　　したようva　4つの部門があり，それぞれの部門は部門長（教授）と補佐（助教授及び助手）の
　　　3人で構成されており，大体1っの講座がそっくりそのまま，その部門のお世話をする形とな
　　　っています。専任の方は，無機・有機廃液部門に伊永助手と技官2人，新しい洗浄・生活部門
　　　は現在のところ技術補佐員2人がいます。また，部門の先生方とセンターの関係者とで，ワー
　　　キング・グループ（WG）を作っていただき，いろいろな問題の解決に当たっています。その内
当日の出席者は大藤眞学長，
高橋照男センター長，森分
俊夫：有機廃液部門長，篠田
純男洗浄排水部門長，名合
宏之生活排水部門長，伊永
隆史環境管理センター助手，
中岡善吉施設部長，柳田耕
治設備課長であった。
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　　　容は，まず，広報出版WG，たとえば先程のセンター報をつくりますのは広報出版のWGでい
　　　ろいろ御検討をしていただき運営協議会で論議をして決：めます。次に，センターはたくさんの
　　　設備を持っていますので設備保全のWGがあります。また，廃液処理を大学のような所でうま
　　　く行うには環境関係の教育を教官あるいは学生に対して行うことが必要ですので環境教育のW
　　　Gがあり，三分先生が中心になってやって下さっています。それから新しく加わりました洗浄・
　　　生活排水に関しましては，水質管理のWGがあります。これは，先程，御説明致しました洗浄
　　　・生活部門ではカバーしきれない面がありますので，このようなWGを作っております。また
　　　現在の処理施設では対処できないような問題の検討も必要になってまいりましたので，処理指
　　　針の御検討をしていただくWGがございます。このように，個々のWGでいろいろな問題点を
　　　御検討いただいて，ある程度の原案ができますと，センターの運営協議会にかけるということ
　　　になります。さらに，上にあげる必要がありますと運営委員会に進めるというふうになってい
　　　ます。
学長：WGは，管理組織図からみますと，ないのですが・…・…・。
高橋：運営協議会のメンバーが分れまして，WGを形成しています。
学長：運営協議会の中の委員会みたいなものですね。
高橋：そうです。WGは，新しい問題を検討していくところですが………。
　　　　　　　　　　　学長：全学の組織でいう専門委員会に該当するのが5っのWGと解釈してよ
、　．鍵．』　　うしいですね・
　　　　　　　　　　　高橋：結構です。
　　　　　　　　　　　学長1そのWGでのいろいろな話し合いは，ある程度定期的なのですか。
　　　　　　　　　　　　　　それとも委員会という形ではなく，何か話し合いの場をもつという形
　　　大藤学長　　　　　　なのですか・
高橋：定期的ではなく必要に応じて，WGの人たちが集まって話し合いを致します。
学長：いずれにしても，一種の委員会とみなしていいですね。そして，その中に委員長に相当するW
　　Gのまとめをおやりになる先生がいる。資料を見ますと一つのWGは6人ずつで構成されてい
　　まずけれど，みなさん教官の方ですか。
高橋：施設部の方もWGに入っていただいています。
学長二運営協議会の構成メンバーはどうなっているのですか。
高橋：構成メンバーとしては，各部門の先生，そしてセンター専任の教職員，それに施設部の方が加
　　　わります。
柳田：運営協議会の方は，設備課長と企画課長がメンバーです。運営委員会の方には，庶務部長，経
　　　理部長と施設部長が入ります。
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　　　中岡部長　　　　　中岡：そうです。運営委員会には出ております。
　　　　　　　　　　　　柳出：そして，管理委員会のメンバーは，部局長とセンター長です。
　　　　　　　　　　　　学長：ああ，そうですが。運営協議会のメンバーの方々は，広報出版，設
　　　　　　　　　　　　　　備保全，環境教育，水質管理，処理指針の5つのWGに分れていら
　　　　　　　　へ　　　　　っしゃる。それで処理関係の業務のWGはないのですね。
　　　　　　　　　　　　高橋：それは，4つの部門で責任を持っていますので………。　　　　e
　　　柳田課長　　　　　学長：ああ，部門ね。
高橋：4つの部門の先生方にそれぞれの部門のいろいろな問題はお願いしています。こうした部門の
　　　組織とは別に，先程のWGがあるという形をとっています。
学長：有機・無機・洗浄・生活その部門ごとの部門長のもとに部門委員会みたいなものがあるのです
　　　か。
高橋：補佐が2人おります。部門で必要な問題は一応そこで御検討をいただいています。
学長：部門の委員会はあるわけですね。
高橋：1っの部門を1っの講座が担当していますので，委員会といえるようなものはありません。
学長：同じ講座内だから話し合いができやすいわけですね。
高橋：はい，そうです。
学長：水質管理については，洗浄・生活ですね。部門で言えばあとの2っになるわけですね。
高橋：そうです。新しくできた部門です。
学長：新しいから，ここにWGがあるのですね。
高橋：まだいろいろ検討課題があり，いっしょに考える問題もたくさんございますから………。
学長：そういう問題が発生すると・……・・。
篠田：洗浄部門Q私共だけですと，どういうふうにしてよいかわからないことも多いものですから，
　　　このWGで話し合いをするということになります。
学長：それで，洗浄・生活両部弓長が，2っの部門をまとめて話し合いをするということですね。そ
　　　れから，その次に処理指針検討のWGというのは，どういうことをやるのですか。
篠田：「廃液・排水の処理指針」というのを昨年出しました。4つの部門に各々廃液なり排水が行く
　　　わけですが，どこの部門に何を持っていったら良いかということが利用者にはよくわからない
　　　わけです。有機溶媒なら有機廃液部門，シアンとか水銀なら無機廃液部門へ持っていったら良
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　　　いということは誰もわかるのですが，たとえば生物材料の中に有害物が入っていたら，これは
　　　どこへ持っていったら良いか，どこでどうずれば良いか。それから，たとえば，培養した後の
　　　培地をどこへ捨てれば良いか。そして，その培地の中に有機溶媒が入っていたら，また，どの
　　　程度の有機溶媒ならどこで処理するか。こういう現場，現場で必要な細かい事で，わからない
　　　事が発生してまいりましてこういうことに対して，対処できるようにするといったWGです。
　　　これは，一つの部門だけでやっていくわけにはいかなくて，どの部門にもかかわりをもってく
　　　るものですから。
学長：それで4つの部門の方々が入っているわけですね。
篠田：はい。
学長：何か問題が生じた後に，このWGで検討するという形ですか。
篠田：どういう問題が生じるかということをある程度予想してこちらも対策を立てる必要があります．
　　　アンケートなどをとりまして，こういう問題が生じそうだという情報を集めたりしております，
学長：このWGは，問題ごとにしょっちゃう集まっているのですか。
篠田：細かい事でしたら，大体センターの専任の方で解決していただいています。
学長二もし解決できないとなれば，そのWGで検討していくという形ですね。
篠田二はい。
学長：それから環境教育のWGというのはどういうWGですか。
　　森分部門長　学長：
二分：鹿田へ行く前の教養課程の間に，
　　　す。鹿田の医学部・歯学部というのは薬品を使う前に教えてもらう機会がないというので，化
　　　学実験をする前にそういう意識をもってもらおうとやっているわけです。
学長：医・歯以外の学部はやっているのですか。
森分：現在は，理・薬・工学部がやっています。それから教育の理科系も，最終的には，全学生への
　　　教育が必要と思います。
学長二大変ですね。
森分：ええ，かなりの時間が必要です。
学長：それから，設備保全のWGというのは………。
森分．WGといたしましては，一昨年から医学部と歯学部の学生2年生に教養の
　　　化学実験の時間を借りて，環境関係の教育をしております。鹿田地区と津
　　　島地区では様子が少し違うのですが，こういうものは，注意して捨てよと
　　　か，こういう処理をするのだとかを不十分ですが教えています。今年度か
　　　ら他の学部の化学系の学生にも始めました。
　　　医歯系は鹿田でしょう。
　　　　　　　　　2っのグループに分けまして，2回前期と後期に行っていま
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学長
高橋：流しに流せない有機廃液，無機廃液の処理にっきましては，発生源といいますか廃液を出した
　　　所の人がセンターに来て処理をすることを建前にしております。それで，そういうことをやつ
　　　てもらう人を養成する必要があります。その有機・無機廃液部門の技術指導員の養成をします
　　　講習会と実習がございまして，現在，無機部門で181名，有機部門で196名の方々が指導員と
　　　なっています。関係部局では，医学部が最も多くて有機・無機合わせて147名です。
学長：病院はどうなっているのですか。
高橋：現在，医学部の病院の方は，10名が登録されています。
伊永：中央検査部と薬剤部の方です。
高橋：また，学外では津山高専の処理も行っています。
学長：津山高専もここでやっているんですか。
高橋：はい。ワゴン車で廃液を持って来ていただいて処理をしています。
学長：農研・温研あたりもそうですね。
高橋：次に，無機廃液・有機廃液の発生量・処理量ですが，無機廃液は，医・工・薬・教養部が多く
　　　有機廃液は，薬学部が非常に多いのが現状です。
学長：そうですね。
高橋：洗浄・生活関係の排水の水質については，定期的に水質分析を行っています。
伊永：東西道路から北側のキャンパス全部の排水が北団地の水質測定室に集合して排出されますし，
　　　教養・学生部関係の東団地にも同様の水質測定室があり，今度，新しく薬学・農学・事務局の
　　　キャンパスを統括する水質測定室ができます。一応，この3ケ所の水質測定室で月に1度，19
　　　項目の検査を行います。各学部にっきましては，各学部ごとに設けましたpH槽で月に1度2
　　　項目，水銀と鉛の分析を行っています。残りの10項目は，各学部で年2回行っています。
学長：10項目は，全てのpH槽で年2回行うのですか。それと水銀と鉛だけ毎月行うのは・・…・？
　　　　　　　　　　名合：以前からの有機・無機の設備，それから新しい洗浄・生活関係の設備
　　　・羅　　　の保全対策といいますか・基本的なその対策の問題があり・また何年
　　　　，騨　、　　　　　かごとに設備を更新していく問題も出てまいります。
ゼド　　　　　　　　高橋二こういう処理設備というものは，あまり耐用年数がありません。
　　　●　　　　　学長：なるほど。
　　名合部門長　　　　高橋：一般企業の処理設備よりいたみやすいわけですが・他の大学に比べる
　　　と比較的うちのは，センターの方がうまくやってくださっているので長く使っているようです
　　　がしかし，連続運転でなくどうしても断続的な使い方になりますから，耐用年数は短くなるよう
　　　です。
　　：そうでしtうね。
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　　　水質汚濁防止法によりますと，有害物質等の排水基準値からはずれている場合は，
　　　の懲役又は，30万円以下の罰金となっています。また，総量規制関係では，汚濁負荷量の常時
　　　監視が義務づけられています。現在の環境管理センターの体制としては，監視体制が充分であ
　　　るとはいえません。たとえば，昨年の秋の津島祭の時，学長先生にお願いして，むやみに模擬
　　　店の排水を捨てないよう学生に指導していただくよう学生部長に申し入れをいたしました。さ
　　　らに，11月19日から24日まで常時監視用のCOD計による測定及び手分析によるCOD測定を
　　　行いました。といいますのは現在用いていますCOD計では20噸／e以上のCOD測定は不可
　　　能ですから。その結果，この期間中のCOD値と流量を掛けた汚濁負荷量は，決して好ましくな
　　　い値でした。津島祭の模擬店というのは，センターとしてはあまり好ましいものではないとい
　　　うわけです。次に，法学部から排出される実験洗浄排水のPH値ですが，　pH槽で常時監視し
　　　ておりますが，比較的多くトラブルが生じています。トラブルが生じると関係部局の方にセン
　　　ターから連絡して対策を講じてもらっていますが，なかなか因果関係がつかめないようです。
　　　しかし，このようにトラブル時の対応ルートがはっきりしてきましたので，ある程度やりやす
　　　くなってきたと思います。ポンプ・配管等のトラブル，COD計のトラブルについての対応は
　　　まだまだ不十分で，今後きっちりとしたものを作らなければならないと思っています。次の資
　　　料は，水質分析の結果の異常値の一覧です。水銀・鉛が多いことを示しています。
　　　　　　　　　　篠田二水銀の場合，他の物質にくらべ規制値がかなり低くく，ほんのわずか
　　　N　　　　　　　　な水銀でもひっかかりますから。
　　　　　　　　　　学長二こういう異常の場合，学部の対応はどうなっているのでしょうかね。
　　　　　　　　　　篠田二教育学部では，桑田先生が中心になって発生源の調査をやられまして，　　　　　p
　　　　　　　　　　　　　　ある程度，はっきりしてきて注意を喚起されました。
　篠田部門長　　　　高橋二理学部では，洗浄排水の対策が講じられるように学部内に委員会を作
　　　られました。
学長：先生方は，やはりかなり注意されるでしょうし，そういう委員会は意味がありますね。
高橋：問題は，月1回程度の頻度の分析で偶発的にしろ，規制値を越えることがあるという現状です。
篠田：それがですね。うっかり10％の塩酸水溶液を流してしまったというようなことは使用回数から
伊永　10項目は，全てpH槽で行っています。水銀と鉛にっきましては，有
　　　害度も高く，実験でもよく使用されますものでこういう項目をしぼり
　　　込んでやっています。次に，合併処理槽に関連した分析は，専門業者
　　　に委託してます。また，最終放流に関連したCODの測定は，先程の
　　　3つの水質測定室で常時機械で行います。
高橋二このような水質規制に関してどういう罰則があるかということですが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6か月以下
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　　　言って，偶発的に起きる可能性はあります。決して良くはないのですが………。しかし，水銀
　　　が月1度の分析でひっかかるということは，偶発的とは，考えにくいのですが………。
学長二無意識的に……？
篠田：そういう偶発的なことがあったらだめなのですが，やはり，それなりの根拠があるのではない
　　　かと……Q
学長：僅かな量にしろ水銀が何の意識もなく流される。そしてそういう意識もなく世の中へ出て行く
　　　学生がいる。これは大きな問題です。これは，やっぱり各学部長が環境管理センターの管理委員
　　　会のメンバーでもありますので，学部長の下に委員会を作っていただくかして，このあた
　　　りの管理を充分にしていただかないといけませんね。
高橋：学部の対応の責任者も学部長さんですし………。
学長＝おっしゃるように，学部から出てくる排水問題の総べての責任は学部長にあることになつ
　　　ていますから，その認識を学部では改めてもっていただきたいと思いますね。
高橋：これは，環境科学教育についての資料ですが，先程，森分先生からお話がありましt　reりです。
学長：先程の排出者の意識向上という意味からも環境科学教育は重要でしょうね。
高橋＝センターには，技術相談室があり，これはセンターに対して専門的な指導・助言を行うところ
　　　ですが，ここでセンターを教育に活用する方法も論議していただいています。また，技術開発
　　　室では，新しい処理プロセスの開発とか評価といったものを行っています。しかし，これらの
　　研究に対してセンターには，研究費が一切ございませんので，大変苦労しているわけですが，
　　　幸い今年度は，日産科学振興財団の助成で研究費をいただいております。
学長：環境問題は．様々な分野のことが関係していることですから，学際的な共同研究が大切になつ
　　　てくるでしょうね。そのためにも，環境管理センターの位置付けをはっきりさせ，そのような
　　　形態にならなくてはならないと思いますね。
高橋：大学の環境科学とか廃棄物処理の全国的な組織としましては，文部省の環境科学特別研究の中
　　　に「大学における廃棄物処理と環境科学教育」という検討班がありまして，私もそのメンバー
　　　に入っております。また，大学等廃棄物処理施設協議会がございます。
学長：この大学等廃棄物処理施設協議会というのは設立されて何年ですかね。
伊永：5年ですQ
高橋：この会の団体会員は，私立大学を含めた大学・高専でして，当然岡山大学も会員になっており
　　　ます。
学長：しかし，スタート時には，私立大学は入っていませんでしたね。
高橋：昨年から文部省所轄機関ということで私立大学もメンバーに入っていただくことになりました。
学長二そうですが。こういう組織は，意見交換や連絡をとる必要からも多くの大学の参加が好ましい
　　　でしょうね。
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高橋二話は変わるのですが，今後環境問題でクローズアップされ，問題にもなってくると思われるも
　　　のに窒素・リンの問題がございます。大学の排出水にも何らかの対策が必要になってくると思
　　　います。特に食堂あたりの排水は問題ですし県の方でも，指導基準の作成が行われています。
　　　これは，どの位の値になるのでしたかね。
伊永：はっきりしたことはわからないのですが，2月19日付の新聞によりますと，4月1日施行めざ
　　　して準備が進んでいるようです。基準値はたぶんリンの指導基準の値のうちゆるい方の値にな
　　　ってくるとは思うのですが，当局の方でもはっきりしたことは教えてくれない状態です。しか
　　　し，その場合でも学生食堂などではセンターの方で分析した結果によりますと基準を越えてい
　　　るように思います。
学長：リンについてはどのような規制が行なわれるのでしょうかね。
伊永：当面は指導基準ということで厳しく取締っていくということにはならないようです。
高橋：しかし，今後問題になってくると思います。
学長：排出水の全リン分析結果一覧表には医学部は入っていないようですが……。
伊永：この分析は津島地区のみの結果で，医学部の方では独自にやられているのかもしれませんが，
　　　こちらにはそのデータはございません。
学長：全学的にリンの問題も検討しなければならないでしょうね。
　　　　　　　　高橋＝最後にセンターの将来像というかセンターの今後の展望について学長さん
　　　甕「㌔ぞ　　　　　のお考えをお聞かせいただけたらと思いますが……。私はセンターの省令
　　　　　　　　　　　化が緊急課題と考えています。その際，学科という形も考えられますが，
　　　　　　　　　　　　これはどこかの学部に属すということになりますのでこれまでの全学の施
　　　璽　　　設という。とからも望ましくない．そ・で学部嘱さない研究澱という
　　高橋センター長　　　のがよいのではないかと。
学長：全学の研究施設という形で省令化するのが一番良いと私も思いますね。省令化すると助教授1，
　　　技官2位は定員としてつくでしょうが，今は臨調のこともあって従来通りの形になるかどうか
　　　は難しいですね。でも，情報処理センターの例のようにやり方はあると思うのですが・・…・。い
　　　ずれにしても，この環境管理センターの役割・機能は非常に大切ですからね。誰が考えても重
　　　要であることはわかっている。全国で省令化されているのは東大だけですか。
高橋：京都大学，名古屋大学があります。
学長：名古屋大学は少し形が違うようですが。
高橋：名古屋はちょっと形態が違います。名古屋大学省資源エネルギー研究センターという名称で，
　　　その中に無機及び有機廃液再生処理施設があります。つまり研究センターで処理施設を持って
　　　いるということです。そして教官定員は1人ではなく何人も関係するようにしています。
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学長二こういう形でもいいですね。いずれにしろ全学の研究センターという活動ができますね。
高橋：それと先程からご説明致しましたようにセンターの業務は専任以外の併任の先生方にずいぶん，
　　　ご迷惑をおかけしています。現在の形ではそのような先生方にご無理をお願いするしかないわ
　　　けですから。そういう意味からも是非省令化された研究センターとしての環境管理センターと
　　　いう形ができればと思うわけです。
学長：私も先程言いましたように，環境管理センターの将来の構想としては全学的な研究センターを
　　　目指していけば良いと思いますね。そこでは実際の廃液・排水の処理や監視をやるだけではな
　　　く，それらのプロセスの改良や新しい開発も行なう・さらに環境問題の研究，教育も行なう。当
　　　然，そこでは全学の学生に対する環境教育も行なうわけです。環境問題に関する全学の研究セ
　　　ンターとして環境管理センターができればと思いますね。
高橋：予定の時間を少しオーバーしてしまいました。学長さんにはお忙しい所をご出席いただき大変
　　　有益なお話をしていただきありがとうございました。これで本日の座談会を終りたいと思いま
　　　す。長時間どうもありがとうございました。
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